
  

          

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日  曜 教 室・行 事 等     

  

  

 

 

 

   

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

2 金 
健康体操（13:30～15:30） 

南子ども会（19:30～21:00） 

4 日 差別をなくする市民の集い 

5 月 健康･太極拳教室（14:00～15:30） 

7 水 
フォークダンス（9:00～12:00） 

生け花（13:30～15:30） 

８ 火 全国隣保館職員四国ブロック研修会 

9 金 
健康体操（13:30～15:30） 

南子ども会（19:30～21:00） 

10 土 
人権を考える日 

詩吟（18:30～21:00） 

13 火 茶道（13:30～15:30） 

14 月 健康･太極拳教室（14:00～15:30） 

21 水 
フォークダンス（9:00～12:00） 

健康相談（13:30～15:30） 

22 木 健康･太極拳教室（14:00～15:30） 

23 金 
健康体操（13:30～15:30） 

南子ども会（19:30～21:00） 

24 土 

文化祭準備 

生け花（10:00～12:00） 

詩吟（18:30～21:00） 

25 日 第 26 回大町会館文化祭（9:20～ 

26 月 健康･太極拳教室（14:00～15:30） 

27 火 
東予地区人権･同和教育研究協議会 

茶道（13:30～15:30） 

30 金 
健康体操（13:30～15:30） 

南子ども会（19:30～21:00） 

 

 

２０１５年 １０月 第１８６号 

発行：西 条 市 大 町 会 館  

西条市福武甲１６４４－１ 

  TEL・FAX ５５－５３９３  

  ｅメール 

 omachikaikan@saijo-city.jp 

    

◇日 程 平成２7 年１０月１３日 (火)～１０月２３日(金) 

◇場 所 大町会館 玄関ホール 

◇提供者 大町小学校教職員のみなさん 

10 月 の 教 室 ・ 行 事 予 定 等  

～毎月１０日は人権を考える日～ 

西条市教育委員会･西条市人権教育協議会 

『学び続ける』  

  ★開館時間： 平日 8：30～17：00 

        土曜日 8：30～12：00 

  土曜日の午後、日曜日、国民の祝日、年末年始は 

  閉館しております。よろしくお願いします。 

第 186回 会館ミニ展示会 

 ９月５日（土）、大町公民館で、第４回人権啓発指導者育成講座が、大町公民館との共催で開催

されました。 

講師は、高知市千斗枝グローバル教育研究所代表の山中千枝子先生です。 

「インターネットと人権」と題して、今日的に差し迫った問題についてお話いただきました。 

 ・部落問題を具体例に、本人が知り得ないところで様々な情報が拡散していること 

 ・それが半永久的に削除できないこと 

 ・その結果、いじめや自殺など、トラブルや事件に発展していること 

ケータイやスマホなどは便利な道具ですが、危険な要素も同じくらい持っています。 

大人はそのことにもっと意識をもち、子どもに向き合わなければいけないと実感しました。 

 山中先生の記事「多様化するネットトラブル」を次の“道しるべ”でご紹介します。 

 

『 ポーセラーツ 作品展 』 

 西条市では、平成 26 年 9 月に人権問題に関する

市民意識調査を行い、現状と課題を明らかにしまし

た。その１問目『広報「さいじょう」の人権･同和

教育シリーズを読んでいますか』の問いに、60％以

上が読んでいると答えていました。ところが、次の

２問目『これまでに、人権･同和教育にかかわる講

演会、研修会、懇談会などに参加したことがありま

すか。回数をお答えください』では、参加したこと

がない人は 40％、１～２回の人は 30％と合わせて

70％と高い割合で、講演会や研修会等にあまり参加

していない人が多くみられました。とても残念なこ

とです。 

 学生でも、社会人でも、年老いても、学び続ける

ことが重要と言われます。一人で、本やテレビで知

識を得ることも大切です。自分で、インターネット

を使って調べる態度も必要です。でも、みんなと一

緒に講演を聞いたり、研修会で共に語り合ったりし

て学んでみませんか。すると、「なるほど、そんな

考え方もあるのか」「そう考えれば見方も変わるね」

と、学んだことがきっと自分の力になりますよ。 

相手の立場や心情が分かり、相手と自分がしっかり

と繋がることができるでしょう。 

 

詩 中森 宜光 



 

 

 

    

★ミッケ！ゴーストハウス 

   ★ミッケ！ファンタジー 

   ★ミッケ！たからじま 

     写真：ウォルター･ウィック 

文：ジーン･マルゾーロ 

      訳：糸井重里 

         

   

 

  

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

        

     

       

 

 

 

 

 

      

                                                                              

 

 

 

  

 

 

   多様化するネットトラブル ～あのね、お母さん～ 

 

千斗枝グローバル教育研究所代表 山中 千枝子 

 

「ねえ、ねえ、ねえ、ねえ」 お迎えに来たお母さんを見つけると、持っていたボールをポーンと

投げ捨て、縁側に走り出ていった。彼の名前は、よし君（仮称）。乳児保育所の３歳児学級にいる。

よし君は、お母さんのそばに駆け寄ると、お母さんの上着のポケットに手を入れ、スマートフォン

を取り出した。そして、その場に座り込み、画面をタッチし始めた。もう誰の声も聞こえない。 

 ほぼ毎日、保育園に行く前に１時間から２時間。保育園に迎えに行ったときから寝るまでの間、

平均３～４時間は、スマホ（ユーチューブ）を動かしているという。  

数年前から、同じテーブルで食事をしながら、両親がスマホを、子どもたちがゲーム機やスマホ

やタブレットを…と、ながら食事をしている親子をよく見かけるようになった。そこには、会話や

コミュニケーションはない。放課後の時間、近くの公園でベンチに座り、スマホやゲーム機で遊ん

でいる児童のグループを見かける。数時間一緒にいるが、会話はない。ゲームに没頭しているだけ。 

学校の帰りに、スマホに夢中になっている中学生をよく見かける。そのほとんどが「ライン」に

夢中になっている。「何をしているの」と聞くと、「ライン。既読って出るがよ。すぐ返事せんと。」

その一人がつぶやいた。「やめたいけんど、やめるのが怖い。着信が入ると、嫌で体が震う。」…。 

 ネット依存がささやかれ始めて数年たつ。ネットトラブルも多くなっている。メールによるケン

カ、掲示板への悪口などの書き込み、ブログでの誹謗中傷など。そして最近、ラインでのトラブル

が増えている。連絡網に作った学級や部活のトークルームからの「はずし」。一人が発した言葉に同

調して、集団でのいじめ。加工修正した画像の貼り付け…。 

 四年前、助産師をしている友人から、分娩室にスマホを持って入り、授乳時にもスマホを離さな

いお母さんが多いことを聞いて衝撃を受けた。 

 

 十数年前まで、家庭や地域社会には、「夕方六時になると他人の家に行かない」、「夜八時を過ぎた

ら電話をしない」というルールがあった。 

 今、ケータイ･スマホからのインターネットやゲームに夢中で、家族との会話やコミュニケーショ

ンのできない子どもたちが増えている。前述したように、それに伴ってトラブルも多く発生してい

る。悪いのはケータイやスマホではなく、子どもたちの遊び方（遊ばされている？）である。 

  

 親子の会話をメールで済まさないで！ 友達と過ごす楽しい時間をゲームやメールで済まさない

で！ 人と人とのコミュニケーションは、スマホやタブレット経由ではできない。両親や家族は、

家庭にいるときは、ケータイやスマホをやめて、子どもたちと直接向き合ってほしい。 

 インターネットは、知性と理性を育てるのに有力なツールではあるが、実社会の「人間」を感じ

取ることが薄れるという弱点も抱えている。さらに、善悪を見分ける経験の乏しい子どもたちにと

って、危険な情報がたくさん存在しているということを強く意識しておくことも必要である。 

 親子でよく話し合い、約束ごとを決めて段階的に使用したい。 

 

 

  

       

 

※今回ものみの市を実施します。  

つきましては、ご家庭で不用になった余剰品（タオル、石鹸、雑貨類 

など）がございましたら、ご提供いただきますようお願いいたします。  

 （随時、会館事務室までお持ちください。） 

（ 「家庭の友」2015 年 6 月号より抜粋  ） 

 

 

 

 

 

 

 

【実施日】 １１月７日（土） 

【訪問先】  岡山市人権啓発センター 

      渋染一揆資料館 

【行 程】  8:00 大町会館 発 

      10:30 岡山市人権啓発センター 

      11:25 渋染一揆資料館 

        13:00 倉敷（昼食ほか） 

        17:00 大町会館 着 

【参加費】 ３,０００円 

【定 員】 １５名 

【申込み】 大町会館 ☎５５-５３９３まで 

      お申込みください。 

（定員になり次第、締め切らせていただきます。） 

本年度の先進地訪問研修を下記のとおり実施

いたします。皆さんとともに人権について考え

るよい機会にしたいと思います。 

ぜひご参加ください。 

【貸し出し冊数】 一人２冊まで 

【貸し出し期間】 ２週間以内  

 どうぞ、ご利用ください。 

第２６回大町会館文化祭を、下記のとおり開催いたします。 

皆さまのご来館を心よりお待ちしています。 

 

★日 時：１０月２５日（日） ９：２０～ 開会式 （雨天実施） 

★場 所：西条市大町会館 

★内 容：小･中･高等学校生による学習発表  9:45～11:30 

     サークル会員による舞台発表    12:00～14:20 

     人権ポスター（小･中･高等学校生）・作品（サークル会員）展示 

  9:45～14:20 

     のみの市  11:30～ 

     お茶席・うどん・いなり等 各種販売 10:00～ 

子どもも大人も楽しめる 

かくれんんぼ絵本 

ミッケ！シリーズ 


